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開催趣旨と総括  

 

学修者の授業内容についての理解度を高めるために、様々な授業においてパワーポ

イントをはじめとしたプレゼンテーションソフトが利用されています。そこで示されるスライド

資料の分かりやすさは、授業内容の分かりやすさに直結していくものと思われます。そのよ

うなことからも、効果的なスライド作成は、授業担当者の大きな関心事となっているのはな

いでしょうか。しかし、分かりやすいスライド作成のノウハウを得る機会はあまりなく、各授業

担当者がそれぞれ試行錯誤しているのが一般的な現状だと思います。 

本 FD 研修会は、デザインの知見を活用した効果的なスライド作成法について学ぶこと

を目的としました。デザイナーでもある武山良三教養教育院長を講師としました。3 つの授

業科目で実際に使われている授業スライドを用い、デザインの観点からのスライド資料の

具体的な改善法についての説明を受けました。わずかな材料の配置の工夫や余白に対

する注意だけでも、資料内容の分かりやすさが格段に高まることは大きな驚きでした。もち

ろん授業形態や分野によって求められるスライドの様式も様々だとは思いますが、デザイ

ンの観点からスライド資料を眺めると普遍的に有効なスライド作成法があることが見えてき

ました。センスが無いと良いデザイン授業スライドは作れないと考えがちですが、「デザイン

センスは知識」という武山先生の印象的な言葉の通り、本研究会で説明を受けたデザイ

ンの知見の利用は誰にでも可能でしょう。 

 

教養教育院教育改善推進委員会委員長  

彦坂泰正  
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令和４年度第４回教養教育院ＦＤ 実施計画 

テーマ「わかりやすい授業スライドの作り方」 
 

１．開催趣旨  

パワーポイントのようなプレゼンテーションソフトを授業で利用することは、受講

生の理解度を高める上で有用な手段の一つとなっています。本 FD研修会では、実際の

授業で使われている分野の異なるいくつかのスライドを例示し、それらの優れた点と

改善点とを武山教養教育院長がデザインの観点から解説します。授業のスライドづく

りにすぐに役立つ FDとしますので、ぜひご参加ください。 

 

２．開催日時 

令和５年２月 15日（水）15：30～16：30  

 

３．開催会場 

  Microsoft Teams会議によるオンライン配信 

 

４．対  象 

本学教職員，非常勤講師 

 

５．次  第 

（１）開会挨拶・趣旨説明 

彦坂 泰正（教養教育院教育改善推進委員会委員長） 

 

（２）講演「わかりやすい授業スライドの作り方」 

武山 良三（教養教育院長） 

 

（３）具体的な授業スライドの検討 

   

（４）閉会挨拶 

    鳥海 清司（教養教育院副院長） 
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具体例から考える／彦坂先生：物理学IA

末 ・ 中間試験 (85%) ＋小テスト (15%)

試験内容（予定）：

：業中の問題 ・ 例題、小テスト、章末問題で9割

席状況が悪い人については、試験を受けさ←一←できれば1行に△

具体例から考える／彦坂先生：物理学IA
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評価； 期末・中間試験 (85%) ＋小テスト (15%)

【試験内容（予定）】

・教科書の1章から10章

・授業中の問題・例題、小テスト、章末問題で9割

・出席状況によって、試験を受けさせないことがある

教科書：「物理学基礎（第5版）」学術図書出版

質問等：076-434-7456
! hikosaka@las.u-toyama.acjp

記載見直し

文字を一段小さく

具体例から考える／彦坂先生：物理学IA 具体例から考える／彦坂先生：物理学IA

戸1．運動
I

2運動の法則と力の法則

3.力と ｀

動

4．振動i
5．仕亭

F
エネルギー

6質点の角運動量と回転運動の法則

7質点
戸の力学

8.剛体の力学

9．慣性カ

10．弾性体の力学

0．序

1. 運動

2，運動の法則と力の法則7，質点系の力学

3. 力と運動

4．振動

5.仕事とエネルギー

6，質点の角運動量と

回転運動の法則

8.剛体の力学

9．慣性カ

10．弾性体の力学

8
 

，

 11

yoshida
長方形

yoshida
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ノンデザイナーズ・デザインブック 
［第４版］ 
ロビン・ウイリアムス 
毎日コミュニケーションズ

出典：伝わるデザイン  https://tsutawarudesign.com/miyasuku3.html

出典：Ferret One  https://ferret-one.com/blog/schema

『センスは知識からはじまる』 
水野　学 
朝日新聞出版
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【オンデマンド参加者内訳】

1

職員 1

教育学系 1

教育研究推進系 7

令和４年度第４回教養教育院ＦＤ
「わかりやすい授業スライドの作り方　教養教育院ＦＤ2022 vol.４」参加状況

24

芸術文化学系 4

教養教育学系 2

都市デザイン学系 1

工学系 3

合計

【当日参加者内訳】

教員

役員 1

芸術文化学系

88

小計 23

8職員

1

工学系

13

附属病院

医学系

3

2

小計

教育学系 7

薬学・和漢系

3

教養教育学系 16

都市デザイン学系

総計

2

非常勤講師

合計 64

教員

医学系 7

55

薬学・和漢系 0

教育研究推進系 5
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令和４年度第４回教養教育院ＦＤ参加者アンケート集計結果 

（2023/4/24時点） 

FD参加者数：88名 

（内訳：教員 78名、職員９名、非常勤講師１名） 

アンケート回答者数：66

１．属性を選んでください 

２．所属を選んでください（教員のみ） 

属性
教員 58
職員 7
非常勤講師 1
計 66

教員所属
イ．教育学系 4
エ．芸術文化学系 6
オ．教養教育学系 14
キ．都市デザイン学系 2
ク．工学系 3
ケ．医学系 17
コ．薬学・和漢系 1
サ．教育研究推進系 8
計 55
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３．担当科目名を入力してください。（非常勤講師のみ） 

・中国語コミュニケーションⅡ（教養教育）

４．今回の教養教育院ＦＤに参加しての評価を５段階評価で入力ください。 

５．今回の教養教育院ＦＤについての感想やご意見があれば、ご記入ください。 

 視覚的にとてもわかりやすかったです。変更前、変更後というようにスライドを見る

ことができてとても良かったです。

 とても具体的で参考になった。

 具体例により改善案を示されていてよく分かりました。

 素晴らしい内容でした。教育に限らず、プレゼンテーション全般に有用であると感じ

ました。

 実務に役立つ FDで、大変ためになりました。SDとしても今後取り上げるべきテーマだ

と思います。

 具体例が豊富で大変参考になり，大変有意義な FDでした。

 大変役に立ちました，どうもありがとうございます．

 具体的な改善例もあったので、とても分かりやすかったです。ユニバーサルデザイン

で使用されているフォントの紹介や、色覚以上の方へ配慮した色の使い方などがある

とさらによかったのではないかと思います。

 Teamsで行われることを利用し、自分が作成したスライドを別のモニターに写しながら

改善点を検討することができたので大変良かった。武山先生および資料をご提供くだ

今回のFDに参加しての評価
評価5 47
評価4 14
評価3 5
評価2 0
評価1 0
計 66
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さった三人の教員の先生方に深く感謝いたします。 

 3名の先生方が実際に授業で使われているスライドを材料にしていただいたことで、参

加者が自分の授業スライドに反映しやすくなったと考えております。どうもありがと

うございました。

 一目でわかってもらう、すぐに言わんとしてることを理解してもらう。この 2点につ

いて、授業のみでなく学会等の研究発表にも適用できる内容で、非常に参考になりま

した。

 パワポはいつも使っていますが、分かりやすいパワポを自分が意識できていなかった

ことを感じました。どこに気をつけるとよいか、とても参考になりました。ありがと

うございました。

 「原案」「修正後」の対比ができて印象的だった。複数名で担当する授業の場合は、

教員間で話し合って、書式を揃えるとよいのではないか。

 大変ためになる講演でした。まさに FDだったと思います。武山先生から「デザインは

知識である」とのお話がありましたが、その通りだと感じました。まずは、自分の知

識を増やしてより良い授業ができるようにしたいです。

 簡単なパワーポイントの操作しか知らない私にとっては、実践するのが難しいところ

もありましたが、美しく見やすいスライドの大切さにあらためて気付かされました。

ありがとうございました。

 スライドを作成する際には、自分が伝えたいことを感覚的に伝えるのではなく、見る

人が分かりやすいように、デザインの視点から、細かい配慮が必要であることが分か

りました。

 行間を変えたり、文字位置を揃えたりと、意識することで見易くなることが改めて分

かり、とても参考になりました。

 わかりやすい企画でした。

 他者に伝えるための資料作りという観点で参加させていただきました。伝えたい一心

から、情報量や装飾を過度に盛り込んでしまいがちですが、フォントの適正な大きさ

や、情報を整理するだけでも、見違えるように分かりやすくできることが理解できま

した。公私ともに、大変有意義なＦＤとなりました。

 これまで漠然と迷いながら取り組んでいた授業スライドのデザインについて、確固た

る言葉と理論で指針をいただき、とても大きな学びがありました。組版ルールや、参

考書籍など、何を参照すれば深められるかも分かったので、ぜひ参照しつつ磨いてい

きたいと思います。

 具体例を交えた説明がわかりやすかったです。基本的な事項に絞っていたため、自分

でも試してみようと思える内容で、自分にとってはちょうどよいレベルでした。とて

も有意義な 1時間でした。

 スライドでとても分かりやすく講義内容を学生たちに伝えられることをさら実感し

て、認識を深めたし、スライド作りについての勉強や研究にもより一層興味を持つよ

うになりました。最後に、デザインブックまでも丁寧にご紹介をくださり、とてもあ
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りがたく思いました。大変ためになった FDに心より感謝いたします。 

 個人的には自身のパワーポイント教材の作り方は拙いと常々考えていたため、デザイ

ンに関する基本的な事項でも非常に参考になった。

 パワーポイントの作り方について具体的に事例を挙げて説明してくださったので、と

ても分かりやすかったと思います（自分で実践できるか自信はないですが）。時間も

コンパクトにまとまっていて、非常に効率的な FDで良かったです。

 冒頭の「用いる言葉を対象者の知識にあわせる」をはじめ、デザインを整えるために

内容を見直すなど、板書授業でも役立つ基本的な事項を改めて確認できた。細かい設

定法や具体例の提示で非常に参考になった。

 実際の授業で用いられているスライドを使い、改善点の指摘とともに変更後のスライ

ドもご提示いただくことで、美しくわかりやすい洗練されたスライドに変貌をとげる

ことを目の当たりにすることができ、とても勉強になりました。スライドをご提供い

ただいた先生方、プロフェッショナルな技の数々をお示しくださった武山先生、本 FD

研修会をご準備くださった皆様に感謝申し上げます。

 これまで経験に基づき作成していた面が大きかったので，具体例も含め，非常にわか

りやすく今後の参考になりました。授業ではありませんが，学生が授業での発表ある

いは学会発表する際にも武山先生のお話は大変参考になるかと思いますので”わかり

やすい伝達方法”のパートだけでも学生に公開していただければと思います。

 余白の使い方や、色のことなど、とても勉強になりました。ありがとうございまし

た。

 自身の授業スライドを振り返るにあたり具体的なご講演でしたので大変助かりまし

た。情報量が大変多い授業を担当しておりますので文字サイズだけに捕らわれていた

のですが行間をカスタマイズすることの重要性を勉強できて大変有意義でした。すべ

ての先生方に聞いていただきたい FDでした。

 実際に使われている授業資料を使ったところがよかったです。

 ポイントを絞ったスライド改善案で、今後のスライド作成に大変参考になると思いま

す。

 意外に行間が大切であることがわかった。2色の使い方も普段やらないので、使ってみ

たいと思う。

 具体例に対して、修正するとどうなるかを教えて頂き、参考になった。

 授業で使用するスライドについて自分なりに工夫してきたつもりでしたが、それらの

良い面と悪い面を知ることができ、大変参考になりました。

 授業や会議、研修等でパワーポイントを使用する場合は、印刷物で学生や教職員等の

視聴者に同じものを配布する方が効果的であると思う。どのように見えるかも大切

で、それが今回のテーマでありますが、内容自体も重要であると思った。

37



６．今後、教養教育院ＦＤで取り上げて欲しいとお考えのテーマがあれば、ご記入くださ

い。 

 ワークショップ形式で、自分のスライドを持ち寄って改善という FDがあるとよい。

 教養教育と専門教育の連携について（組織の問題もあるし、内容の問題もあるので難

しいとは思いますが） 

 スライド作成や動画作成など、もう少し初歩的で、すぐに授業に活用できる内容の講

習があれば嬉しいです。

 今回のような「教授法の改善」は身近で有用なテーマと考える。教養教育の仕組みを

考えるための FDとあわせて、このような内容も定期的に取り上げるのが良いと考え

る。

 効果的な授業を行うための研修。誰かの模擬授業に対して、どう改善できるかの指

摘。 

 教養教育で求められるスキル

 デザインについては、授業の PPTだけでなく、イベント案内、学部等の紹介パンフレ

ット、募集案内等様々なものがあるので、教養教育とは異なるかもしれないが、職員

としてはあるとうれしいです。

 開講している授業及びその内容について、教養教育の中で、あるいは大学の学部教育

の中での位置付けやバランスを概観するようなテーマについて、議論やアイデア出し

をする場があればよいかと思います。 
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富山大学教養教育院 FD活動報告 

令和４年度第４回FD研修会 

 教養教育院教育改善推進委員会 

委員長：彦坂 泰正 

上田理恵子 

 片桐 達雄  

山岸 倫子 

大橋 隼人 
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